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京都精華大学 広報誌

News  & Topics
創立50周年記念シンポジウム

グローバル化された世界における「表現」の未来

キャンパス風景
むかし・いま・これから

新たな船出を宣言した
創立50周年記念式典



時代の変化を見据え、学びの内容は進化してゆく
京都精華大学ですが、その根幹にあるのは「自由
自治」「人間尊重」の精神。教員、職員、学生が肩
を並べて笑いあい、キャンパスのあちこちで、学生
たちがのびのびと朝から晩まで時間を忘れるほど
に研究や制作に取り組む風景は、むかしも、いまも、
そしてこれからも変わらずにありつづけます。

キ
ャ
ン
パ
ス
風
景　

Seika
  Album

む
か
し
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ま
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こ
れ
か
ら
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作
り
つ
づ
け
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
で
も
あ
り
、

同
時
に
と
て
も
苦
し
い
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

へ
こ
た
れ
ず
に
続
け
て
い
る
方
を
、

心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

私
も
が
ん
ば
る
ぞ
ー
！

在
学
中
、
絵
本
ク
ラ
ス
の
入
口
に
あ
っ
た

一
本
の
樹
が
好
き
だ
っ
た
。

そ
の
樹
の
名
前
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
。

今
も
心
の
ど
こ
か
で
、
そ
よ
い
で
い
る
。

精
華
は
、
人
生
の
中
で

大
切
な
も
の
を
教
わ
っ
た
場
所
で
す
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
。

夢
に
向
か
っ
て

ガ
ン
バ
レ

50周年おめでとうございます。
大学は今後、氷河期と言われて
いますが、自分が通った大学が
なくなるのはさみしいので、これ
からもずっとこの大学が発展され
る事を祈っています。

私は精華で
人生が変わりました。
主人に出会ったきっかけも精華
大学です。今、とても幸せです。

今も「作る」仕事をしていますが、2期生の為か、みんなで、セイカを創るということに関われたことが、一番スバラシイ創作活動だったと思っています。

レポート
したのは
この人

概論・対談

人文学部社会専攻3年生。普段
の授業では差別問題や哲学を
中心に学んでいる。今年の前期、
ニュージーランドでマオリ族の
民族衣装を調査。

川端 真由さん

─マイノリティ、公平性、合意について
①講座｜イントロダクション

講師：山田創平　
対談：鷹野隆大／あかたちかこ／山田創平

EVENT REPORT

人生を生きること
を深くしてくれま

した。

自由に対する責
任と誇り。

反骨と自由。

Photo : Ai Nakagawa 鷹野 隆大氏

創
立
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
子
ど
も
が
在
学
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

芸
術
も
人
文
も
成
果
の
見
え
に
く
い
も
の
で
す
が
、

人
と
し
て
幅
を
広
げ
る
大
切
な
教
科
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
今
ま
で
以
上
に
こ
れ
ら
の
学
問
を
大
切
に
、

そ
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

受験のときにキャンパ
スを見て、

その雰囲気がとても気
に入ったことを覚えて

います。

あの時に、セイカとのつ
ながりが始まったので

しょう。

決して真面目な学生で
はありませんでしたが

、

セイカの卒業生である
ことを誇りに思います

。

娘も一昨年、マンガ学
部を卒業し、クリエイタ

ーとして活躍中です。

50
周
年
を
迎
え
た
母
校
へ

卒
業
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

京
都
精
華
大
学
創
立
50
周
年
に
よ
せ
て
、

た
く
さ
ん
の
卒
業
生
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

思
い
出
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

│
「
表
現
の
自
由
」
は
誰
の
、

何
の
た
め
の
自
由
か
？

　
私
た
ち
が
生
き
る
資
本
主
義
社
会
と
は
ど

う
い
っ
た
も
の
か
。
こ
の
問
い
か
ら
人
文
学

部
教
員
の
山
田
創
平
さ
ん
と
児
童
自
立
支
援

施
設
講
師
の
あ
か
た
ち
か
こ
さ
ん
の
対
談
が

始
ま
っ
た
。

　
資
本
主
義
と
は
経
済
成
長
を
目
的
と
し
た

社
会
の
仕
組
み
で
あ
る
。
資
本
家
は
労
働
者

と
そ
の
家
族
を
生
産
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
み
、

利
益
を
生
み
出
し
事
業
を
拡
大
す
る
。
歴
史

上
、
資
本
主
義
社
会
の
労
働
者
は
男
性
が
多

い
。
結
婚
後
、
妻
は
家
事
や
育
児
で
夫
を
支

え
る
が
、
妻
に
給
与
は
支
払
わ
れ
な
い
。
や

が
て
子
は
大
人
に
な
り
、
新
し
い
労
働
者
に

な
る
。
と
り
わ
け
日
本
社
会
で
は
戦
後
か
ら

現
在
ま
で
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
社
会
は
動

い
て
き
た
。
こ
う
し
て
資
本
家
に
都
合
の
良

い
、
男
性
・
異
性
愛
・
健
常
者
中
心
の
社
会

が
作
ら
れ
、
女
性
や
性
的
少
数
者
、
障
害
者

な
ど
は
端
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
。

 

最
近
、
国
会
議
員
の
「
L
G
B
T
は
生
産

性
が
な
い
」
と
い
う
発
言
が
話
題
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
ま
さ
に
資
本
主
義
社
会
の
中
で
生
ま

れ
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
。
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
は
表
現
の
自
由
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う

か
。
表
現
の
自
由
は
権
力
者
が
弱
者
迫
害
の

表
現
を
す
る
自
由
で
は
な
く
、
弱
者
が
社
会

や
権
力
者
に
向
け
て
表
現
す
る
自
由
で
あ
る
。

社
会
的
弱
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
民
主
主
義

を
守
る
た
め
に
、
表
現
の
自
由
と
い
う
理
念

が
存
在
す
る
。
そ
の
自
由
は
全
て
の
表
現
に

与
え
ら
れ
て
い
る
と
誤
解
し
が
ち
だ
が
、
表

現
す
る
際
は
自
分
の
立
場
を
理
解
し
た
上
で
、

上
位
の
権
力
者
に
向
い
て
い
る
の
か
、
弱
者

に
向
い
て
い
る
の
か
を
吟
味
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ア
ー
ト
に
も
弱
者
を
利
用
し
社

会
の
端
へ
と
追
い
や
る
よ
う
な
作
品
が
存
在

す
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
全
て
の
表

現
者
は
社
会
に
つ
い
て
学
び
、
当
事
者
と
話

し
合
う
必
要
が
あ
る
。

　
講
座
の
後
半
で
は
、
性
や
都
市
を
テ
ー
マ

に
作
品
を
創
っ
て
い
る
写
真
家
の
鷹
野
隆
大

さ
ん
を
迎
え
て
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。
鷹
野
さ

ん
は
「
明
治
以
前
に
は
男
同
士
の
恋
こ
そ
が

純
愛
と
思
わ
れ
て
い
た
節
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
近
代
以
降
、
異
性
愛
が
唯
一
の
性
規
範
と

な
っ
た
。
背
景
に
は
国
家
が
子
供
を
産
む
シ

ス
テ
ム
を
求
め
た
こ
と
や
西
欧
化
の
流
れ
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、〝
性
的
指
向
は
社

会
状
況
や
政
治
状
況
に
よ
っ
て
揺
れ
動
く
も

の
〞
と
い
う
歴
史
認
識
は
、
異
性
愛
者
と
同

性
愛
者
の
垣
根
を
取
り
除
い
て
い
く
一
つ
の

鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
た
。

　
2
0
1
4
年
、
美
術
館
に
展
示
さ
れ
た
鷹

野
さ
ん
の
「
お
れ
と
」
シ
リ
ー
ズ
の
、
性
器

が
写
っ
て
い
る
作
品
に
対
し
て
、
愛
知
県
警

が
撤
去
を
指
示
し
た
。
鷹
野
さ
ん
は
作
品
に

写
っ
て
い
る
人
物
の
胸
か
ら
下
に
薄
い
白
い

布
を
掛
け
、
展
示
を
継
続
し
た
。
鷹
野
さ
ん

は
自
身
の
作
品
が
見
た
く
な
い
も
の
を
見
せ

る
暴
力
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
つ
つ
、

あ
る
も
の
を
無
い
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
暴

力
に
つ
い
て
大
切
に
考
え
て
い
き
た
い
と
語

っ
た
。
こ
の
講
演
を
聞
い
て
、
社
会
が
排
除

し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
に
こ
そ
、「
表
現

の
自
由
」
が
存
在
す
る
理
由
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。  

K I N O  P R E S S  /  0 91 0  /  K I N O  P R E S S



2018  Event Information

廃校となった十日町市立中条小学校枯木又分校を拠点に、芸
術学部教員や学生、卒業生有志により継続的にアートプロジェ
クトを実施しています。「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエン
ナーレ2018」では、芸術学部内田晴之先生、吉野央子先生、
大学院生アルベルト・ヨナタン・セティアワンさん、劉 李杰さん、
卒業生のユニット広瀬菜々&永谷一馬が参加しました。

廃校になった小学校を拠点に
アートプロジェクトを実施。

世界的なファッションデザイナー、クリストバル・バレンシアガの
アトリエ開設100周年を記念したスペインでの展覧会の出展
作品として、ファッションコース4年生の大塚麻衣さんと川口福
太さんの作品が選ばれました。展覧会は世界各地から学生作
品を募集し、上位30体のみが展示されました。

バレンシアガ100周年記念展覧会に
在学生の作品が展示。

「学まちコラボ事業」とは、学生が主体となり、大学と地域が連
携し、地域の課題解決に取り組む企画に支援金が交付される
事業です。高齢化・過疎化の地域活性化を目的とした「京都
精華大学 京北宇津宝さがし会」と、児童館やデイサービスセン
ターでアートのワークショップを実施している「しーかす」の2団
体が認定されました。

平成30年度「学まちコラボ事業」に
本学有志学生による2団体が認定。

Student

03

篠原先生が6年間描き続けてきた作品集「HITOKOMART」
（自費出版）が、日本漫画家協会賞のカートゥーン部門大賞に
輝きました。受賞について、「この“漫画家が選ぶ漫画賞”は、
唯一、最後の目標であり最も欲しかった賞。卒業生、在学生
からも受賞者が続くことを楽しみにしています」と語りました。

マンガ学部教員 篠原ユキオが
第47回日本漫画家協会賞を受賞。

Teacher

05

Student

04

Student

06

〔場所〕 京都精華大学 清風館 C-103

●「アングラからサブ・カルへ～革命の演劇か、演劇の革命か、
　それとも～」　11月23日（金）18：00開演
〔講師〕 高取英（劇作家 ／マンガ評論家）

●「土方巽と日本人―肉体の反乱（於・日本青年館1968.10）を
　 中心に」　12月7日（金）18：00開演
〔講師〕 三上賀代（本学教員／舞踏家）

●「世界を変えることはできるのか？」　
　 12月22日（土） 13：30開演
〔講師〕 対談
 藤原ヒロシ（本学客員教員／ミュージシャン／デザイナー）
 辻 恵（弁護士／元東大全共闘）
〔問い合わせ先〕
経営企画グループ 50周年事業担当　☎075-702-5201

創立50周年記念連続講演会
「〈1968〉の文化 ～そのとき、何が起きたのか～」
※予約不要、入場無料、先着順

●「国体」と日本の近代　11月22日（木） 14：40～16：10
〔場所〕 京都精華大学 友愛館 アゴラ
〔講師〕 白井聡（本学教員／政治学・社会思想研究者）

●人間的差別の問題　2019年1月11日（金）18：30～20：00
〔場所〕 京都精華大学 明窓館 Ｍ201
〔講師〕 対談
 山極壽一（京都大学総長／人類学・霊長類学者）
 ウスビ・サコ（京都精華大学学長／建築学者）
〔問い合わせ先〕
京都精華大学 社会連携センター　☎075-702-5263

アセンブリーアワー講演会
※予約不要、入場無料、先着順

News

01

News

02

みなさんはご卒業以来、大学キャンパスを訪れたことはあり
ますか？2006年にデザイン学部とマンガ学部が、2013年
にはポピュラーカルチャー学部が開設され、新しい校舎の
建設とともにキャンパスの風景は大きく変りました。この
機会にぜひ大学の現在に触れながら、年代・学部の垣根を
越えて親睦を深めてください。

12月1日に本学卒業生たちが集う
「ホームカミングデー」を開催。

「精華學藝祭2018」は1期生から在学生までの同窓生による、
絵画、立体、映像の作品展示、ライブパフォーマンス、ワーク
ショップ、展示などを一同に集めて大学50周年を祝う大規模
なイベントです。最終日にはウスビ・サコ学長による講演も予定
しています。「観る・聴く・創る」と様々な形でお楽しみいただけ
ますので、是非ご友人・ご家族をお誘いあわせのうえ会場に
お越しください。

11月30日より同窓生による
大規模イベント、
「精華學藝祭2018」を開催。

会場となるイベントホール

News  & Topics

※以降のイベントなど、詳細はウェブサイトをご参照ください

〔日　　　時〕 12月1日（土）　12：00～
 ●木野会会長挨拶
 ●京都精華大学学長挨拶
 ●キャンパスツアー
〔会　　　場〕 京都精華大学　悠々館
〔参　加　費〕 無料
〔問い合せ先〕 京都精華大学 経営企画グループ内 木野会事務局
 ☎075-702-5201

〔会　　　期〕 2018年11月30日（金）～12月2日（日）
〔時　　　間〕 10：00～17：00（最終日は16：00まで）
〔会　　　場〕 国立京都国際会館 イベントホール　
 （地下鉄「国際会館駅」から徒歩5分）
〔入　　　場〕 無料
〔問い合せ先〕 京都精華大学 経営企画グループ内 木野会事務局
 ☎075-702-5201
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2017年度の事業活動収入は前年度から3億６千万円減少し、56億円
でした。このうち学生納付金は80.3％を占めています。
当年度は5号館や明窓館、体育館で大規模な空調設備の更新工事を
行いました。これを含め、大学全体では施設整備に関わる事業に対し、
8千万円の施設関係支出を行いました。また、設備備品については、黎明
館コンピュータ教室のパソコン機器入替や対峰館実習室のAV装置更新、
その他経常的な備品の充実等で1億1千万円の設備関係支出を行いま
した。なお、基本財産に関わる金額を示す基本金については、固定資産
の除却高が取得高を上回ったため、全体としては7千万円を取崩すこと
になりました。

事業活動支出（人件費・経費等）は55億7千万円で、当年度の基本金
組入前収支差額は3千万円の収入超過となりました。当年度は基本金
の組入が生じなかったため、当年度収支差額も基本金組入前収支差額
と同額で3千万円の収入超過です。なお、基本金取崩後の翌年度繰越
収支差額は支出超過額が44億7千万円に減少しました。
支払資金（現金・預金）は前年比3億4千万円増の33億3千万円となり
ました。但し、大学の資産全体としては固定資産の減少などにより1億
7千万円の減少です。また、借入金の返済等により、負債は2億円が減少
しました。これらによって、純資産は3千万円増加しました。
以上の結果、純資産構成比率は0.6％上昇し、84.1％となりました。

2017年度決算について　2017年4月1日～2018年3月31日

2018年度は経常支出予算の他に、対峰館・流渓館の外壁改修や通信
設備・防災設備の大規模更新工事、創立50周年記念事業のための予算
等を計上しています。また、今年4月に設置した「学修支援センター」や
「創造戦略事務室」を運営するための予算等を新たに設けました。

それらの結果、単年度の事業活動収支は基本金組入前の段階で1千万
円の支出超過となります。基本金組入等を含めると2億4千万円の支出
超過です。なお、支払資金（現金・預金）については、2017年度末から比
べると1年間で2億5千万円の増加を見込んでいます。

2018年度予算について

2017年度決算および、
2018年度予算について

2,914,307,014
1,521,250,000
1,393,057,014
1,759,235,625
186,258,000
105,579,258

1,320,998,528
146,399,839

4,673,542,639
29,183,979,764
28,609,979,764
150,000,000
424,000,000

△ 4,473,171,547
△ 4,473,171,547
24,710,808,217
29,384,350,856

3,085,795,627
1,706,258,000
1,379,537,627
1,788,418,699
185,008,000
141,765,101

1,260,979,293
200,666,305

4,874,214,326
29,250,142,707
28,676,142,707
150,000,000
424,000,000

△ 4,572,522,432
△ 4,572,522,432
24,677,620,275
29,551,834,601

△ 171,488,613
△ 185,008,000
13,519,387

△ 29,183,074
1,250,000

△ 36,185,843
60,019,235

△ 54,266,466
△ 200,671,687
△ 66,162,943
△ 66,162,943

0
0

99,350,885
99,350,885
33,187,942

△ 167,483,745

固定負債
　長期借入金
　退職給与引当金
流動負債
　短期借入金
　未払金
　前受金
　預り金
負債の部合計
基本金
　第１号基本金
　第３号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

負
債
の
部

純
資
産
の
部

（単位：円）
本年度末 前年度末 増　　減科　　目

25,864,725,445
17,483,001,459
4,227,871,496
11,040,422,722
184,343,994
871,904,184
23,722,524

1,134,599,998
136,541

8,044,117,521
150,000,000

1,357,457,000
6,536,660,521
337,606,465
3,633,424
26,114,549
100,000,000
203,093,172
4,765,320

3,519,625,411
3,326,050,456
108,986,183
9,877,273
29,869,820
8,166,038
25,327,630
11,348,011

29,384,350,856

26,266,240,308
17,902,629,646
4,227,871,496
11,401,706,628
224,024,122
906,659,294
26,865,255

1,115,315,110
187,741

7,883,540,000
150,000,000

1,357,457,000
6,376,083,000
480,070,662
3,633,424
44,615,491
200,000,000
227,056,427
4,765,320

3,285,594,293
2,981,076,200
212,920,068
13,199,027
29,816,474
3,219,028
34,347,798
11,015,698

29,551,834,601

△ 401,514,863
△ 419,628,187

0
△ 361,283,906
△ 39,680,128
△ 34,755,110
△ 3,142,731
19,284,888
△ 51,200

160,577,521
0
0

160,577,521
△ 142,464,197

0
△ 18,500,942
△ 100,000,000
△ 23,963,255

0
234,031,118
344,974,256

△ 103,933,885
△ 3,321,754

53,346
4,947,010

△ 9,020,168
332,313

△ 167,483,745

固定資産  
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物
　　教育研究用機器備品
　　管理用機器備品
　　図書
　　車両
　特定資産 
　　第３号基本金引当特定資産
　　退職給与引当特定資産
　　減価償却引当特定資産
　その他の固定資産
　　電話加入権
　　ソフトウェア
　　有価証券
　　長期貸付金
　　保証金
流動資産
　現金預金
　未収入金
　貯蔵品
　短期貸付金
　立替金
　前払金
　仮払金
資産の部合計

資
産
の
部

貸借対照表 （単位：円）
本年度末 前年度末 増　　減科　　目

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
5,600,931,959
5,567,744,017

基本金組入前当年度収支差額 
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

4,494,928,300
39,995,444
22,124,254
421,900,682
419,522,949
2,377,733

363,357,280
162,040,262

5,504,346,222
3,076,035,193
1,882,362,036
567,396,136
7,571,400

5,533,364,765
△ 29,018,543
79,663,494
79,663,494
28,416,118
28,416,118
51,247,376
22,228,833
323,994

16,598,249
16,922,243
5,890,263
72,871

5,963,134
10,959,109
33,187,942

0
33,187,942

△ 4,572,522,432
66,162,943

△ 4,473,171,547

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費 
教育研究経費 
管理経費 
徴収不能額等 
教育活動支出計 
教育活動収支差額
受取利息・配当金
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計
特別収支差額

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動収支計算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

 4,494,928,300
 39,995,444
 27,106,754
 425,001,682
 422,623,949
 2,377,733

 100,941,163
 363,357,280
 79,663,494
 162,040,262

 0
 1,320,998,528
933,508,577

△ 1,369,965,476
 2,981,076,200
 9,558,652,208
 3,062,515,806
 1,292,219,044
 519,771,348
 28,416,118
 183,758,000
 83,110,384
 111,272,067
 860,447,521
 211,589,648
△ 120,498,184
 3,326,050,456
 9,558,652,208

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体補助金収入
資産売却収入
付随事業･収益事業収入
受取利息･配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

収
入
の
部

支
出
の
部

資金収支計算書 （単位：円）
金　　額科　　目

4,420,367,000
37,900,000
45,000,000
401,622,000
25,334,000
334,551,000
80,317,000
100,477,000

1,170,365,000
628,180,000

△ 1,420,998,528
3,326,050,456
9,149,164,928
2,987,339,000
1,295,789,000
484,745,000
25,102,000
185,008,000
44,082,000
42,673,000
500,000,000
122,579,258

0
△ 110,670,000
3,572,517,670
9,149,164,928

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
（予備費）
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計 

収
入
の
部

支
出
の
部

資金収支予算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
5,435,244,000
5,445,462,000

（予備費）
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
翌年度繰越収支差額

4,420,367,000
37,900,000
42,000,000
398,872,000
334,551,000
100,477,000

5,334,167,000
2,993,739,000
1,881,715,000
528,406,000
7,500,000

5,411,360,000
△ 77,193,000
80,317,000
80,317,000
25,102,000
25,102,000
55,215,000

△ 21,978,000
12,510,000
8,250,000
20,760,000
9,000,000
9,000,000
11,760,000

0
△ 10,218,000
△ 233,922,000
△ 244,140,000

△ 4,473,171,547
△ 4,717,311,547

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出計
教育活動収支差額
受取利息・配当金
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
特別支出計
特別収支差額

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動収支予算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部
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表紙写真： （左）ウスビ・サコ学長、
 （中央）50周年記念式典で学生スピーチをしたノルリ・アランさん、
 （右）石田 涼理事長

本学は今年度創立50周年を迎えました。さらなる教育・
研究活動の充実、学生活動の支援のため、多くのみなさま
の温かいご支援・ご協力を心よりお願い申し上げます。

●寄付募集Webサイト
　http://www.kyoto-seika.ac.jp/donate/
　寄付使途はご意向にかなった運用をさせていただきます。

●古本募金 WEBサイト
　http://kishapon.com/seika/
　読み終えられた本やＤＶＤなどが京都精華大学への寄付と
なります。　

●お問い合わせ（リーフレット請求先）
　京都精華大学 経営企画グループ 寄付募集担当
　E-mail：kikaku@kyoto-seika.ac.jp
　TEL 075-702-5201
　FAX 075-702-5391

木 野 通 信
木野通信　第71号
2018年11月8日 発行

京都精華大学 広報グループ
〒606-8588 京都市左京区岩倉木野町137
TEL 075-702-5197　www.kyoto-seika.ac.jp

KINO PRESS.

芸術学部
［造形学科］
洋画専攻
日本画専攻
立体造形専攻
陶芸専攻
テキスタイル専攻
版画専攻
映像専攻

デザイン学部
［イラスト学科］
イラストコース

［ビジュアルデザイン学科］
グラフィックデザインコース
デジタルクリエイションコース

［プロダクトデザイン学科］
プロダクトコミュニケーションコース
ライフクリエイションコース

［建築学科］
建築コース

マンガ学部
［マンガ学科］
新世代マンガコース
カートゥーンコース
ストーリーマンガコース
キャラクターデザインコース
マンガプロデュースコース
ギャグマンガコース

［アニメーション学科］
アニメーションコース

ポピュラーカルチャー学部
［ポピュラーカルチャー学科］
音楽コース
ファッションコース

人文学部
［総合人文学科］
文学専攻
歴史専攻
社会専攻

大学院
芸術研究科
デザイン研究科
マンガ研究科
人文学研究科

Art Gallery

「必然的な事だが偶然的な運命」
大東 真也
京都精華大学大学院芸術研究科博士前期課程在学中。ガラス
の熱によって変形する性質と重力を利用して、ガラス瓶の形を
変形させたさまざまなアート作品を制作している。2017年、
芸術学部在籍時に「第71回滋賀県展・芸術文化祭賞（大賞）」
を受賞。翌年に「第4回藝文京展・京都市長賞」を受賞。京都の
KUNST ARZTや東京のメゾンダールギンザで個展を開催した
ほか、「アート町家ステイ2017」や「アトリエ三月年末公募展」
など、さまざまな公募展、グループ展に精力的に参加している。

『魂の行方』
素　材：ガラス瓶
サイズ：200×200×400mm

京都精華大学

『木野通信』送付先ご住所等の変更を希望される方は、メール
またはFAXで変更事項を以下の宛先へご連絡ください。

●お問い合わせ
　京都精華大学 経営企画グループ 木野会事務局
　E-mail：kinokai@kyoto-seika.ac.jp
　FAX 075-702-5391

～ご支援くださる皆様へ～
（ご寄付のお願い）
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